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※正常動作しているカートリッジを外す場合は、【画面で見るマニュアル】をご覧ください。

①前面の [ カートリッジ固定 LOCK] を開錠 ( [UNLOCK] ) します。
　● HDL-XR シリーズの場合、添付のロックキーを [ カートリッジ固定 LOCK]
　　に挿し、時計回りにまわして、[UNLOCK] にします。
　● HDL-XR2U シリーズの場合、フロントカバーのロックを OPEN に回し、
　　フロントカバーを右へスライドさせ、パネルを持ち上げるように外します。

②取り外すカートリッジの［スライドスイッチ］を右に移動します。
　→カートリッジの［ACCESS］ランプが消灯します。

③カートリッジの取っ手を手前に引いて、取り出します。

ハードディスクの交換方法

● RAID 構成が崩壊した本製品のデータを復旧することはできません。そのため、万一に備えて定期的にバックアップをお取

りください。

●本製品の RAID 構成されているカートリッジ（ハードディスク）は、障害発生時以外には取り外さないでくださ

い。不用意に取り外すと冗長性が失われたり、RAID 構成が崩壊してすべてのデータを失う危険性があります。 

（各 RAID モードの仕組みについては、【RAID 設定】（14 ページ）をご覧ください。）

●本製品の電源が入っている状態で、カートリッジの取り付け / 取り外しができます。ただし、［STATUS］ランプの点灯状況、

該当カートリッジの［ACCESS］ランプが消灯していることを確認した上で取り外してください。

●誤って障害発生したディスク以外のカートリッジを取り外した場合、RAID 構成が崩壊し、修復不能の状態となりますので

ご注意ください。

●カートリッジの取り付け・取り外しは、必ず１台ずつ、以下の説明通りに行ってください。

●［STATUS］ランプ点滅中に［スライドスイッチ］は操作しないでください。

●交換時には、カートリッジ前面の［ACCESS］ランプの点灯状況および管理画面の［ボリューム情報］表示を確認し、間

違いのないよう充分ご注意をお願いします。

●交換可能なカートリッジについては、弊社ホームページか、別紙【必ずお読みください】をご確認ください。

●［ACCESS］ランプが消灯しない場合は、取り外せません。［スライドスイッチ］を再度［LOCK］に戻してください。

故障したカートリッジを外す

１２

ご注意

ご注意
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①カートリッジをスロットの奥まで挿入します。

②挿入したカートリッジの［スライドスイッチ］を
　左側（［LOCK］）に移動します。

③カートリッジの［ACCESS］ランプが青点滅から青点灯するまでお待ちください。

④すべてのカートリッジを取り付けた後、[ カートリッジ固定 LOCK] を [LOCK] にします。
　●HDL-XRシリーズの場合、添付のロックキーを[カートリッジ固定LOCK]に挿し、反時計回りにまわして、[LOCK] 
　　にします。
　● HDL-XR2U シリーズの場合、フロントカバーを本製品の右方向から本体前面のロック穴に鍵機構部を通すよう
　　に差し込み、フロントカバーを左方向にスライドさせます。その後、添付のロックキーをフロントカバーの [ カー 
　　トリッジ固定 LOCK] に挿し、反時計回りにまわして、[LOCK] にします。

カートリッジを取り付ける

［STATUS］ランプおよび［ACCESS］ランプが赤点滅した場合は、取り付けに失敗しています。この状態は、

システムに取り付け処理を行いましたがシステムで使用できない状態です。以下の対処をご確認ください。

原因１ ディスクエラー発生過多

対処 本製品はディスクにエラーが発生した回数を記録しており、エラーが多数発生したディスクは RAID  

 を構成するディスクとして使用しないようにしています。新しいカートリッジを準備し、交換してくだ 

 さい。

原因２　S.M.A.R.T. チェックエラー発生

対処 本製品はディスクを接続されたとき、ディスク自身の故障診断機能（S.M.A.R.T.）を利用してディス 

 クが壊れていないか確認します。S.M.A.R.T. 情報により故障と判定されるディスクは、使用しないよ 

 うにしています。新しいカートリッジを準備し、交換してください。

原因 3 RAID に組み込むために必要なディスク容量が足りないカートリッジを接続した。

対処 この場合、システムは RAID を構成するディスクとして使用できないため、適切なディスク容量を持つ 

 カートリッジに交換する必要があります。

①
② ③

ロック穴

ご注意
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ランプ表示別の対応

ランプやブザーによって、現在の状態や操作が正常か、あるいは、エラーが発生しているかを知ることができます。
※エラー状況によってはブザーが鳴り続けます。ブザーを止める場合は、前面の［FUNC.］ボタンを押してください。

[POWER] ランプ
消灯 電源コンセント未接続
赤点灯 電源コンセント接続済、システム OFF
緑点灯 システム ON

[STATUS] ランプ

緑点灯 正常状態
緑点滅 システム処理中
赤点灯 注意すべき問題が発生、[FUNC.] ボタンを押すことにより、緑点灯に変更可能
赤点滅 エラーが発生、ディスクの故障の場合は、ディスク交換を行うまで赤点滅

[ACCESS] ランプ

青点灯 ( 高速点滅 ) 正常状態 ( アクセス中）
赤点灯 起動停止 /RAID 崩壊時にディスクが接続されているスロット
赤点滅 該当スロットのディスクが故障
消灯 該当スロットが未接続

状態操作 STATUS ACCESS ブザー 対応など

システム起動中 緑点滅 [ACCESS] ラン
プ表に従う － －

システム起動
直後

正常 緑点灯 [ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る －

DHCP 失
敗 赤点灯 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ピーピーピー」と鳴

る
DHCP サーバーを設置する、固定 IP 設定などネットワーク設定を再検
討してください。

起動停止 赤点滅 赤点灯：接続さ
れたスロット

「ピーピーピー…」」
と鳴りつづける システムを起動可能なディスクが接続されていません。

RAID 構
成異常 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う

「ピッ、ピッ、ピッ、
ピッ、…」と鳴りつ

づける
RAID の構成ディスクに問題が発生しています。

RAID 崩
壊 赤点滅 赤点灯：接続さ

れたスロット
「ピーポーピーポー
…」と鳴りつづける RAID が崩壊しています。補足（次ページ）を参照してください。

UPS エ
ラー 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ドレミドレミ…」と

鳴りつづける UPS 警告が有効で UPS が接続されていない、または、停電状態です。

使用量警
告 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ピピッピピッ…」と

鳴りつづける
使用量警告が有効で、使用量警告対象ユーザー、グループ、共有フォル
ダーが存在しています。

使用中

RAID 構
成異常 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う

「ピッ、ピッ、ピッ、
ピッ、…」と鳴りつ

づける
RAID の構成ディスクに問題が発生しています。

RAID 崩
壊 赤点滅 赤点灯：接続さ

れたスロット
「ピーポーピーポー
…」と鳴りつづける RAID が崩壊しています。補足（次ページ）を参照してください。

UPS エ
ラー 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ドレミドレミ…」と

鳴りつづける UPS 警告が有効で UPS が接続されていない、または、停電状態です。

定期警告

RAID 構
成異常 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う

「ピッ、ピッ、ピッ、
ピッ、…」と鳴りつ

づける
RAID の構成ディスクに問題が発生しています。

RAID 崩
壊 赤点滅 赤点灯：接続さ

れたスロット
「ピーポーピーポー
…」と鳴りつづける RAID が崩壊しています。補足（次ページ）を参照してください。

UPS エ
ラー 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ドレミドレミ…」と

鳴りつづける UPS 警告が有効で UPS が接続されていない、または、停電状態です。

使用量警
告 赤点滅 [ACCESS] ラン

プ表に従う
「ピピッピピッ…」と

鳴りつづける
使用量警告が有効で、使用量警告対象ユーザー、グループ、共有フォル
ダーが存在しています。

内蔵カート
リッジ取り外

し操作

取り外し
成功 赤点滅

アンロックした
スロットは、消
灯。その他は

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピッ、ピッ、ピッ、
ピッ、…」と鳴りつ

づける

正常終了しました。
取り外した結果、RAID 構成異常となります。

取り外し
不可

赤点灯また
は赤点滅

アンロックした
スロットは青点
灯。その他は

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る

システム使用中のため取り外し処理が実行できない状態になります。
このままスライドスイッチをロックの位置へ戻してください。

内蔵カート
リッジ取り付

け操作

取り付け
成功

緑点灯また
は赤点滅

ロックしたス
ロットは青点灯。「ピー」と１回鳴る 正常終了しました。

取り付け
失敗 赤点滅 ロックしたス

ロットは赤点滅。
「ピーピーピー」と３

回鳴る
接続したカートリッジは故障または容量不足のため、内蔵 RAID に使用
できません。
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状態操作 STATUS ACCESS ブザー 対応など

ミラーリング
モード時に

eSATA ハード
ディスクの接

続時

接続成功 緑点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る 正常終了しました。

接続失敗 赤 点 灯 ま た
は赤点滅

[ACCESS] ラ ン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る

接続したディスクは、FAT/NTFS によるフォーマットがされており、
データがコピーされていることを確認したため組み込みを停止しまし
た。

接続失敗 赤点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る

接続したディスクは、エラーまたは容量不足のため、内蔵 RAID に使用
できません。

共有モード
（FAT/NTFS/

専用）時に
外付け
eSATA, 

USB1,USB2
を接続

接続成功 緑点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る 正常終了しました。

接続失敗 赤点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る 使用できないディスクを接続した。ボリューム情報を確認してください。

クイックコ
ピーモード時
に USB １に

USB ディスク
を接続

接続成功 緑点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る 正常終了しました。

接続失敗 赤点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る クイックコピーできないディスクを接続しました。

クイックコ
ピーを実行時

成功 緑点灯 [ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピッピッピッ」と鳴
る 正常終了しました。

失敗 赤点灯 [ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る クイックコピーに失敗しました。ログを確認してください。

ボリューム設
定変更を実行

成功 緑点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る 正常終了しました。

失敗 赤点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る 設定変更に失敗しました。画面表示およびログを確認してください。

ボリューム操
作を実行

成功 緑点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う 「ピー」と鳴る 正常終了しました。

失敗 赤点灯また
は赤点滅

[ACCESS] ラン
プ表に従う

「ピーピーピー」と鳴
る 設定変更に失敗しました。画面表示およびログを確認してください。

新ファームウェアーを検
出

「緑点滅（4
回）→消灯」
　の繰り返し

[ACCESS] ラン
プ表に従う －

新ファームウェアーが公開されていることを検出しました。
以下のホームページを確認し、最新ファームウェアーをダウンロードの
上、【画面で見るマニュアル】の【ファームウェアーを更新する】の手
順にしたがいファームウェアーアップデートを行ってください。
http://www.iodata.jp/support/product/hdl-xr

●補足　RAID 崩壊
［STATUS］ランプが赤点滅し、接続されたスロットの［ACCESS］ランプが赤点灯、かつ、ブザーが「ピーポーピー
ポー…」と鳴り続けている場合は、何らか理由により、本製品の RAID が崩壊している状態です。
[FUNC.] ボタンを押して、いったんブザーを止め、、以下を参照し対処してください。

【画面で見るマニュアル】内【RAID が崩壊したときには】

●補足　構成異常
一度構成異常となりブザーを止めた後でも、内蔵カートリッジの取り外し操作など RAID 構成に関係する処理を行った
場合、再度「ピッ、ピッ、ピッ…」とブザーが鳴り続ける場合があります。

●補足　[STATUS] ランプが赤点灯・赤点滅した場合
ブザーが鳴っている場合には [FUNC.] ボタンを押して、いったんブザーを止め、「お知らせ」を確認してください。

●補足　再構築の完了
再構築が完了すると「ピ、ポ、パ、ポ」とブザーが鳴ります。
内蔵ボリュームの再構築中に eSATA ミラーリングを開始するなどの操作を行った場合、それぞれの再構築が完了する
度にブザーが鳴ります。
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1) 本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、
転載、改変することは法律で禁じられています。

2) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関る設備や機器、及び海底中継器、
宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これ
ら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても

、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、
安全設計に万全を期されるようご注意願います。

3) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませんので、予めご了承ください。

(This product is for useonly in Japan. We bear no responsibility for any damages or losses arising from use 
of, or inability to use, this product outside Japan and provide no technical support or after-service for this 
product outside Japan.)

4) 本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により輸出規制製品に該当する場合があります。国外に持ち出す際には、日本国政府
の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合があります。

5) お客様が録画・録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。
6) 著作権を侵害するデータを受信して行うデジタル方式の録画・録音を、その事実を知りながら行うことは著作権法違反となります。
7) 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。

【ご注意】

●	 Windows® は、Microsoft®	Windows®	operating	systemの略称として表記しています。

●	 Windows	Vista® は、Microsoft®	Windows	Vista®	operating	systemの略称として表記しています。

●	 Microsoft®、Windows®、Windows	Vista® は、米国Microsoft	Corporation の米国及びその他の国における登録商標です。

●	 一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

HDL-XR シリーズ	LAN	DISK	管理マニュアル　　　2013.3.29

発	行		株式会社アイ ･オー ･データ機器

※本製品には、GNU General Public License Version3（GPL ｖ 3）に基づいた、ソフトウェアが含まれています。 
変更済み GPL 対象モジュール、GNU General Public License、及びその配布に関する条項については、弊社のホームページ
にてご確認ください。これらのソースコードで配布されるソフトウェアについては、弊社ならびにソフトウェアの著作者は一切のサ
ポートの責を負いませんのでご了承ください。

※本製品には、OpenSSL Project が、OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org) での使用のために開発したソフトウェア
が含まれています。 
本製品には Eric Young (eay@cryptsoft.com) により作成された暗号化ソフトウェアが含まれています。 
本製品には Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com) により作成されたソフトウェアが含まれています。 
 This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.
openssl.org/) 
 This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).   
 This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).




